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説明の概要

1. 物流業界の事業ポジションの整理

2. 物流環境の変化
① コロナ以前から顕在化していた物流環境の変化
② 時系列でみた物流事業の変化と今後のニーズ,

ビジネスチャンス
③ 物流環境の変化 （ECの増加）
④ 〃 （在庫の増加）
⑤ 倉庫ニーズの増大と物流不動産開発の状況

3. 変化する物流の中での物流改善の取り組み視
点(10のテーマのうち下記３点）

① 改善ポイントの把握と目標の設定、合理的な改
善ステップ

② 効果的な物流拠点の選択
③ 調達ルートの変更

4. 参考
① 物流取り込みの地方行政の取り組み例
② 日本の物流に関係が深いアジアの物流の変化
③ 韓国釜山港のHUB化と利用メリット
④ 中国の“一帯一路”の開発・運用状況と利用の

方向
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はじめに
物流の整理・物流事業者の棲み分け（イメージ）

大口輸送

小口輸送

商業
貨物

個人
貨物

5万社

保有・運営

３PL（大手約100社）

大手約10社

国際物流
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物流環境の変化
時系列
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名目GDP 宅配個数（実数）

米国規制緩和（通信・運送規制）
物流新業態（FEDEX・3PL）

（日本）通信自由化（貨物追跡・EDI・自動仕分け・求車求貨)

少量多頻度化加速
SPAやEC(BtoC）事業成⾧

産業空洞化
（水平分業・国際物流の小口化

国内在庫過多・倉庫ニーズ）

店舗小型化・EC増大
（2010年7.7兆円 ⇒ 19年19.4兆円

多機能・大規模物流施設ニーズ
(内陸型・マルチ型）

ドライバー不足
⾧距離輸送難・2024年問題

物流加工の高度化・3PLへの参入増加
（国際物流＋物流加工＋配送＋IT）

ラストワンマイル輸送ニーズ
求車求貨ニーズ

47億個

トラック積載効率低下

適宜人材ニーズ

物流容積増大

情報システム・機器ニーズ

10億円

釜山港HUB化

新規EC参入ニーズ

地方港利用

（国内輸送距離短縮）

在庫増加

個別 複合

新サービス

中国（一帯一路）
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倉庫不足への対応
（開発事例:GLP ALFALINK）

ALFALINK相模原
総床面積 約684,000 ㎡（約207,000坪）

出典:日本GLPホームページ

ALFALINK流山
総床面積 約919,000㎡（約278,000坪）

ALFALINK茨木
総床面積 約320,000㎡（約96,000坪）

2021年—— 物流の未来、はじまる。
物流が「効率化」や「最適化」にとどまる時代は終わりました。

今までにない価値を、事業を、次々とつくりだすメインフィールドへ。
ALFALINKから、物流のまったく新しいステージがはじまります。

いま、物流は創造へ。ビジネスを進化させるものへ。

ALFALINKコンセプト

合計 58万坪

第一期 2024年８月

14
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物流施設の複合機能提供
（例:GLP ALFALINK ・GLPコンシェルジュサービス）

中⾧距離輸送 ラストワンマイル輸送 作業者適宜起用 情報システム 関連機器・資材

GLPコンシェルジュサービス（GLP+パートナー企業）

出典:日本GLPホームページ

大規模施設から生まれる
ニーズ

多
様
な
共
用
施
設

託児所 オープンテラス

カフェテリア

コンビニ

人材派遣事務所 シェアオフィスレストラン

例:ALFALINK
相模原

複合物流サービス
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佐川と西濃のターミナル誘致
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変化する物流の中での改善取り組みの視点

16

～

物流改善の視点のキーワード

1. 荷主の視点

2. 物流企業の視点

主な取り組み方向・テーマ
１．物流拠点の見直し
２．物流ルートの見直し

10．管理指数設定運用
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物流改善の視点
1.改善ポイントの把握と目標の設定、合理的な改善ステップ

• 仕組みの改善による効果
（10%）が含まれている。

• 改善着手の前に区分できる。

ステップ別の改善の利点
• “当面の効果”が短期的

に得られる。
• 情報システム改善やマテ

ハン導入などの要件が
把握できる。
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物流改善の視点
2.効果的な拠点選択

小口物流増加

在庫回転率の低下

調達先の広がり

物流費用率増加
（物流費用÷販売額）

小口運賃削減

地方DCへの
移送運賃増加

移送費用削減

地方港の利用
郊外の施設利用

在庫費用
キャッシュフロー

在庫の適量化

物流加工費削減
倉庫賃料削減

運賃上昇傾 ＊

物流環境の変化

物流人材不足

解決すべき課題 解決の方向 具体的効果

1.物流形態に合わせた
拠点選択

2.調達ルートの
一部変更

物流費用率による合理
的な拠点配置

多機能マルチ
の施設の利用物流加工費用増加
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物流施設のサービス
利用

（例:GLPコンシェルジュ）
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物流改善の視点
3.調達ルート変更:釜山港（FTZ)を経由する物流改善モデル

◆ 現行（イメージ）

海外（A)

海外（B)

東京
港

大阪
港

倉庫（東京）
保管・加工

倉庫（大阪）
保管・加工

倉庫
札幌

近畿・中国

関東・北陸・中部

倉庫
福岡

釜山は東京・大阪に次ぐ“第三の物流拠点 ⇒ 地方港にリンク”

中部

海外（A)

北海道

海外 （B)

（a）（b）
東北・北陸

中国

九州

東京
港

大阪
港

関東

近畿

（a）（b）

（a）（b）

（a）（b）

（a）（b）

（a）（b）

（A）（B)

（A）（B）

倉庫（東京）
保管・加工

倉庫（大阪）
保管・加工

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

釜山 FTZ倉庫
保管・加工・組立

Tariff Engineering

苫小牧

新潟

境港

博多

◆ 釜山経由(イメージ）

保管・加工
コスト

地方DCへの
移送コスト

北海道

九州
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参考:アジアの物流の変化（韓国）
釜山港のHUB化（一帯一路へのリンク）

○スーパー中枢港政策（2002年）
京浜港（東京港・横浜港）
伊勢湾（名古屋港・四日市港）
阪神港（大阪港・神戸港）
○地方港湾活性化（60港整備）

EU・ロシア・中西部
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参考:アジアの物流の変化（韓国）
釜山港（FTZ、T/S比率）

釜山港の貨物取扱とFTZ（Free Trade Zone:貿易自由区域)

釜山新港2006年供用開始
(2020年取扱:2,200万TEU)

順位 港 TEU 順位 港 TEU T/S率
1 ニューヨーク 1,947 1 上海 42,010
2 ロッテルダム 1,900 2 シンガポール 36,599 86.0%
3 香港 1,464 3 寧波 26,350
4 神戸 1,456 4 深圳 25,735
5 高雄 979 5 釜山 21,622 55.0%
6 シンガポール 917 6 広州 21,622
7 プエルトリコ 851 7 香港 19,596 70.0%
8 ロングビーチ 824 8 青島 19,315

13 横浜 722 27 東京 5,107 2.8%
16 釜山 634 58 横浜 3,035 4.0%
18 東京 631 64 神戸 2,944 0.5%

1980年

～～

2018年
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北九州ひびき港2005年供用開始
（2020年取扱:41万TEU）

所得税
財産税

付加価値税
関税

免税

3年間100％免除

以後2年間50％免

FTZの優遇制度
税制優遇

348Won/㎡/月

（115円/坪/月）

土地賃貸料

出典:BPA資料

釜山港経由の物流のモデル
（メリット:国内の輸送距
離の短縮）

出典:BPA資料
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参考:アジアの物流の変化（中国）
一帯一路（中欧班列: Eurasian Land Bridge）

写真:2019年9月29日
満州里～エカテンブルグ
5万列車達成記念列車

• カーゴニュース2021年1月22日
20年の中国―欧州鉄道は1.2万便(113万TEU)
代替輸送で定着）

• 日経新聞2017年10月6日
中国・カザフスタン（荒野の「陸の港」）

「一带一路」欧州への近道に
中国沿岸から欧州まで船で約40日の所要日数を、半分
程度に短縮できるため、運賃が割高でも陸路を選択する
荷主が増えている。

西安市（無水港 中欧班列の内陸起点）
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参考:アジアの物流の変化（中国）
一帯一路開発の源流（中国の経済成⾧:リーマンショックの影響回避）
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中国 日本

リーマンショック
（2008年9月15日）

出典:JETRO分析資料

⿁城
債務不履行（社債）

1,400億元（2019年11まで）
1,200億元（18年）

日経11/28

抑
制

経
済
過
熱

2008年11月5日

4兆元の緊急経済対策発動
（2007年名目GDPの16％相当。5,800億＄）

関連過大投資
（シャドーバンキング）Fish Bone Networkモデル作成

（物流と流通の効率化のための投資）

習近平政権:一帯一路
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• 中国の内陸部都市とリンクする物流ルートの開発（主に鉄道と河川）
– 連雲港を起点とするFish Bone Networkは、連雲港自体の大規模な開発と、中西部地域を経由する

欧州への鉄道輸送ルートとして、実用レベルで運用されている。（現在の呼称は“中欧班列”）
欧州便 2020年 1.2万便(約113万TEU) (出典:西安国際陸港投資発展集団）

（一便40“コンテナ50個程度）

連雲港

参考:アジアの物流の変化（中国）
Fish Bone Networkの成⾧:例:連雲港を起点とするルート

国際物流と内陸物流のHUB

西安無水港

近隣都市

EU

日立物流・日本通運

重慶

日本通運もサービス提供
（中国系企業も日本で営業）

EU15か国
50都市 中国59都市

サムスン

(2019年80億ドル追加投資）

Ferry

JGC・三井物産

連雲港2009年170万TEU⇒2017年500万TEU

EU カザフスタン
霍爾果斯 釜山港

物流連携協定（2018年5月）

連雲港

中欧班列との直接Link（BPA)

出典:BPA資料

出典:J&K調査書
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